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近 代 イ ン ド大 衆 宗 教 画
一 ラー ジャー ・ラヴ ィ ざヴ ァルマーの作 品 にみ る,そ の成立
福内千絵/大阪芸術大学大学院
イン ドの通 りを歩 いて いると,街 角 や路上
の店先な どで,必 ず 目にす る印刷画 がある。
極彩色をふんだん に用いた鮮 烈な色彩 りで,
ヒ ンドゥーの神 々がそ こには描かれている。
画題の主流 はヒ ン ドゥー神であ るが,な かに
はガ ンデ ィーの ような歴 史上 の英雄 的人物 の
もの,偶 像 を否定す るはずのイス ラムの もの
まであ る。 この ような印刷画 は,現 地 では,
人 々の祈 りの対象 と して,巷 間大量 に流布す
る宗教 画であ る。 そ こで本発 表ではこれ ら印
刷 画を 「大 衆宗教画 」 と呼ぶ こととした。
大衆 宗教 画は,19世紀 末のイ ン ド人画家,
ラー ジ ャー ・ラ ヴ ィ ・ヴ ァル マー(Raja
RaviVarmaKoilThampuran1848-1906
以 下 ヴァルマー)の 作品にその源流 を辿 るこ
とがで きる。 ヴァルマーは,幼 少 の頃か らそ
の画才を認 め られ,青 年期 になる と油彩画作
品が多 くの展覧会 で入賞 を重 ねるな ど,当 時
のイ ン ド画 壇を風靡 した画家 であ る。 そ して
藩王 や在印英国人 を注文主 として,イ ン ド各
地 を遍 歴 し,数 多 くの油彩画 を手懸 けた。
彼の油彩 画群 は,そ の主題 か ら女性像,肖
像,神 話の三つ に大 別でき,そ れ らに共通す
るのが,写 実的な描 写性 であ る。特 に神話画
では,そ れが顕著 に見 られ る。 当時の画壇 の
主 流であ った ラー ジプー ト細 密画 やカー リー
ガー ト派絵 画の神像 は,す でに図像化 あるい
はデォルメ化 されて表現 され るのが通例 であっ
た。 ところが,『KrishnaDrishta』(1888～
1890年)に見 るように,従 来,青 黒 い色で描
かれる クリシュナ神 を,彼 は淡黄色 の肌で表
した。 この人 間 と見紛 うばか りに描かれ た神
の姿 に,人 び とは驚 嘆 し,そ して強 く魅かれ
たのである。
また彼の神話画の特色に,イ ン ドの美的概
念 「ラサ(rasa)」の表出が揚げられる。例
えば 『Rα砒α砿αんdα凋(1888～1890年)で
は,画題の恋人たちが持つ恋情である 「シュ
リンガーラ ・ラサ(shringararasa)」が示
されていると評価された。ラサは当時のイン
ド宮廷で育まれていた美意識であ り,貴族で
あったヴァルマー自身もこれを解 して,諸 侯
の注文にそれを意識 して描いたと考えられる。
このようにヒン ドゥーの神々を主題とし,
ラサを表出 した作品は好評を博し,石版印刷
による量産が図られた。これが,今 日にみる
大衆宗教画の始まりであるとされる。
ヴァルマーの活躍期のイン ドは,英 国植民
地下にあり,人々の間で民族的意識が高揚 し
ていた時期であった。彼の死後,民 族的気運
は高潮に達 し,西洋の絵画技法を色濃 く反映
した彼の油彩画作品は批判に晒され,そ の後,
急速に人々から忘れ去られるという憂き目を
みる。一方,石 版画作品は有名無名の画家た
ちによって,そ の意匠にアレンジが加えられ
ながら,人々に支持され続けている。
では何故,今 日への展開をみるまでにヴァ
ルマーの石版画が人々に受容されたのであろ
うか。本発表では,ヴ ァルマーの作品群を軸
に据え,イ ンド大衆宗教画成立の経緯につい
て,以 下のような筆者の考察を述べた。
ヴァルマーの石版画は,そ の主題から神話,
神の単独像,民 族主義的図像という三つに大
別できるが,そ の大半を神話と神の単独像が
占めている。油彩画において人間とそっくり
に描かれた神々の姿は,石版画化によって新
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たな展 開をみせ る。
石版 画では,複 数 の人物構成 によ る神話 の
情 景を描いた作 品は漸減 し,神 が単独 の姿 で
立 ち表 れた構図が多 く見 られるよ うになる。
『Laxmi」(1900年頃)や 『Sαrαsωα刎(1900
年 頃)の ように,女 神 が単体 で,具 体 的な背
景 を伴 って 描 か れ て い る もの もあ れ ば,
『Kali』(1900年頃)の ように背景 が省 略 さ
れた形 の もの もあ る。 さらに,単 独 で真正面
を向 い た神 の姿 も登 場 して くる。 『Vishnu
onshesnag』(1900年頃)で は,背 景 が ほと
んど省略 され,画 面の中心 に正面を向いたヴ ィ
シュヌ神 の両眼が,鑑 賞者 を直視す る。 この
作 品では,も はや神話 の情景描写 というよ り
も,神 の正 面性 の方 に焦点 が絞 られ ている。
現在 の大衆宗教画 のスタイル をここにみるこ
とができ るといえよ う。
では,な ぜ このよ うに,真 正面か ら観 る者
を見据 えた姿 が描 かれるよ うにな ったのか。
ヒ ン ドゥー の 日常 の お祈 り 「プ ー ジ ャー
(puja)」との関係 か ら考 えて みた い。 単独
で表 され る神 の姿 か ら,さ らに収斂 され る神
の正面 向きの姿 は,プ ージ ャーにおける一連
の所作 の最高潮,神 と視線 を交わす という行
為 「ダル シャ ン(darshan)」を可能 に した。
これによって,ヴ ァルマーの石版画がプージャー
での役割 を確 固たる ものと し得た と考え られ
る。 さま ざまな様相 を呈す るヴ ァル マーの石
版画群 において も,そ の最高潮 に 「神 の正面
性」 の表現 があ り,そ れ はプージャーを行 う
人 々の支持,つ ま り大衆性 の獲得を意味 し,
ここに大衆宗教画 の成立 をみることがで きる。
ところで,ヴ ァルマーが石版画化 にと りか
かった直接 的な契機 には,当 時 出回 って いた
カルカ ッタやプーナなどで量産 され た粗悪 な
印刷画へ の対抗心 がまず挙 げられ る。 しか し,
その背後 には後押 しとなる人 々の要求が あっ
たことを見落 してはな らない。知識人や新興
の ミドルクラスの人々がまずステータスとし
て,後 には一般の大衆がプージャーの絵とし
て,熱烈に彼の絵を欲したのである。神の姿
の正面性が重んじられたということは,同時
に先述 した油彩画にみられた 「ラサ」が消失
したことを意味する。つまり,支配階級や知
識人たちの好みよりも,下層の人々による圧
倒的多数の好み,煎 じ詰めれば,「祈 り」 と
いうものが反映された帰結ではないかと筆者
は考える。植民地下の民族的気運のなか,ま
た飢饉や紛争などの災厄で疲弊するなか,知
識人に芽生えたヒンドゥー的統一の意識もさ
ることながら,彼 らを含めた大衆が,救 いを
求め,祈 りの対象を渇望 したが故に,ヴ ァル
マーの創 り出す神の姿に正面性が付与される
に至 ったのではないか。
今 日のインドの人々にとって,大 衆宗教画
は祈りの対象となり,それなくしてプージャー
は成 り立たない。大衆宗教画が出現する以前
には,一般の人々は寺院でプージャーを行 っ
ていた。 しかし,大衆宗教画の普及によって,
インド全域の幅広い階層の家庭において,日
常的にプージャーを可能にしたことにヴァル
マーの石版画の歴史的意義がある。
このような大衆宗教画 というのは,「美術
史」の枠組みからは洩れ落ちる存在である。
ヴァルマーの作品群についても,イ ンド美術
史における記述は油彩画までに留まり,石版
画は等閑視されている。このような不均衡な
状況の要因に,西洋の美術規範の影響がある
と考えられるが,ヴ ァルマーの作品群の存在
は,そのような 「美術」と 「美術でないもの」
との峻別の構造を浮き彫りにする,好例でも
ある。今後は,こ のような問題意識を根底に
据え,大衆宗教画をめぐる言説を検討 し,異
文化理解の一つの試みとしたい。
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